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３ 要旨

冬期の園芸施設において、温暖化対策のために木質ペレットボイラーおよび太陽光発電の自然エネルギーを利用す

ることで削減される二酸化炭素排出量を簡易に試算するためのシミュレーターを作成しました。

(1) 地域、施設規模、被覆資材、暖房機種別、設定温度を選択し、ペレットボイラー使用の場合は燃焼効率と燃料

の発熱量を、また使用機器の消費電力と使用時間の数値を入力します（図１）。

(2) 結果画面では、推奨される太陽光パネル容量、発電量、必要熱量、燃料種類別の必要量および二酸化炭素削

減量が表示されます（図２）。

(3) 結果画面の値は試算値です。施設の設置状況や極端な気象条件によって変動しやすくなるため、あくまでも目

安としての利用となります。

図1 シミュレーターの入力画面 図２ シミュレーターの結果画面
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